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夢と希望の持てる農業を目指して、農業フォーラムを開催しま
す。宇城市の農業について一緒に考えてみませんか？
皆さんぜひお越しください。

と　き ３月28日（火）
受付：午後１時00分～
開演：午後１時30分～

ところ “ウイングまつばせ”
文化ホール

〇講演
「元気がよかばい！」
講師：大田黒浩一氏（タレント）

〇農業従事者の事例発表
〇寸劇「農業って楽しかろか？」
小川町認定農業者協議会女性部

問合せ先 ○市役所農政課農政係 1 32－1111
各支所産業課農政係
○三角支所 1 53－1111
○不知火支所 1 33－1111
○松橋市民センター 1 32－1111
○小川支所 1 43－1111
○豊野支所 1 45－2111

病後児保育事業（乳幼児健康支援一時預かり事業）とは、満１歳
から７歳（小学校１年生）までの乳幼児が病気の「回復期」などで、
集団保育が困難な期間に所定の施設でお預かりする事業です。市
ではこの事業を4月からスタートします。
現在利用希望者（登録制）を受け付け中です。就労などにより自
宅で保育できない人は、次のとおり登録することができます。

実施保育園 豊福保育園（松橋町両仲間798－1）
1 33－1931

開 始 日 ４月１日(土)～
実施日時 毎週月～土曜日（祝日を除く）

午前７時30分～午後６時
登　　　録 随時受け付け
申込み先 豊福保育園
そ の 他 申込用紙は各支所福祉課またはこども福祉係に

用意してあります。
問合せ先 本庁福祉課子ども福祉係　1 32－1111
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第１回宇城市写真コンテストの審査
が２月27日、宇城市役所で行われ、
炭谷はるみさん（熊本市）の「ガメ登
る!」がグランプリに輝きました。
市の四季折々の自然や暮らし、祭り、
イベント、家族の触れ合いなどをテー
マとした初のコンテスト。市内外から
96人、162点の応募があり、独自の
感性でとらえた力作が勢ぞろいしまし
た。
熊本日日新聞社編集局・穀本純二写
真部長や阿曽田清市長が審査に当たり、
グランプリや準グランプリ、四季大賞
といった入賞作品14点を選びました。
4月9日は、宇城市フラワーフェスタ

（7～9日に岡岳総合運動公園で開催）
会場で表彰式が行われます。

入賞者は次のとおりです（順不同）。

◆グランプリ「ガメ登る！」
炭谷はるみさん（熊本市）
審査評：動きがある。古い祭り・
地域伝統は地域で守るところが良
い。各世代が写っており、地域を
象徴する写真。小さい祭りが切り
捨てられないようにしなければな
らないという思いが伝わる作品。

◆準グランプリ「炎天下」
岩見良城さん（三角町手場）
審査評：山がなくのびやかである。
夏の開放感が満ちあふれている。

◆準グランプリ「成人の日楽しさも百倍」
浜田勲さん（熊本市）
審査評：宇城市を象徴する作品。
各地域の若者が集合しており、５
町の若さが出ている。若者に期待。

◆四季大賞 春・岩見ギン子さん（三
角町手場）、夏・見崎賢一さん（宇
土市）、秋・田中富美穂さん（八代
市）、冬・瑞穂そのさん（松橋町松
橋）

◆入選 有働元實さん（松橋町両仲間）、
西冨徳夫さん（松橋町松橋）、本田
國義さん（松橋町西下郷）、水野恭
敬さん（小川町北海東）、内田富博
さん（熊本市）、城本ノブエさん
（宇土市）、林田豊さん（益城町）

グランプリに炭谷さん
宇城市写真コンテスト

入場無料

主催 宇城市認定農業者連絡協議会準備会


